
サポセンニュース  （第１３号） 
知多市更生保護サポートセンター  

 

行 事 名 称 令和４年度西知多保護区知多支部総会・全員協議会  

実 施 日 令和４年４月２１日（木） 午後１時３０分～３時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 事 

令和４年度の総会は、コロナ（第六波）が依然として終息しない中、十

分な感染症対策を採ったうえで、知多市勤労文化会館会議室で開催しまし

た。臨席いただいた来賓を代表し、宮島市長には、日頃の更生保護活動へ

の労いと、未だに多く発生しているネットでの詐欺などについて、ご自身

の経験を踏まえ、犯罪者を生まない社会づくりの必要性をお話いただきま

した。名古屋保護観察所長（沖統括官代読）は、保護司の適任者確保の重

要性や第 72 回社会を明るくする運動への協力を要請されました。 

昨年度の被顕彰者 7 名の紹介と岩見田保護司の代表挨拶に続き、石井会

長が議長となり議案を審議しました。  

令和 3 年度の事業報告および収支決算書、令和４年度の事業計画と予算

のいずれも、満場一致で承認されました。令和４年度は、コロナ禍におい

ても万全の感染対策を採りながら、形を少し変えてでも、可能な限り活動

を行う。今後数年で 8 名の保護司が定年を迎えるにあたり、適任者確保に

向けて活動を強化する。また、知多市更生保護サポートセンターは、開所

4 年目を迎えることとなり、保護司の情報交換の場、保護観察面接場など

として、一層の利用を期待する。などが重要な方針です。  

総会に続き、全員協議会を開催しました。市の担当部署の新任幹部よりご

挨拶を戴いた後、本年度の役割分担と当面の行事予定が説明されました。

所用のため欠席した保護司を除き１８名が出席し、久々に顔を合わせるこ

とになりましたが、マスク越しのため、十分な交流とはなりませんでした。

コロナが終息し、正常な保護司会活動が一刻も早くできることを願って散

会しました。  

 

 

 
総会全景（市長ご挨拶） 


